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本 年 度 会 長 テ ー マ  ／  『 意 欲 と 思 い や り と 知 恵 に あ ふ れ た ロ ー タ リ ア ン に 』 

― 第994回例会 2016年 7月 15日 － 

Song：それでこそロータリー  会員卓話『例会と親睦活動について』 

訃  報 

広島ＲＣ 松田 弘会員が７月７日(木)午前０時５２分にご逝去されました。(６３歳) 

謹んでお悔やみ申し上げます。 
 

会長時間  蛭子 宗夫 会長 

皆さんこんにちは。 

今日は後程、ポール・ハリス・フェローとマルチプルポール・ハリス・

フェローの認承状の授与を行いたいと思います。 

マルチプルポール・ハリス・フェローにつきましては当クラブで 10 名

おります。今現在は現会員では冨原会員、河野会員、久笠会員、松田会

員、松岡会員、以上５名がマルチプルポール・ハリス・フェローとなっ

ています。 

これに印藤会員が今回承認されましたので今回 11 人目になろうかと思

います。それから、８月 28日にホテルグランヴィアで地区指導者育成セミナーがございます。 

これは財団と増強部門について勉強会が行われる予定となっております。よろしくお願い致します。 

記 念 日 

  

・配偶者誕生日 
吉村 元亨 会員 さゆり様 15 日 

田中地 宏保会員 益恵  様 26 日 

印藤 清也 会員 美代子様 30 日 

玉田  吏 会員 紀洋子様 30 日 

 

・ポール・ハリス・フェロー表彰 
平井 篤志会員、高雄 準善会員、多木 克彦会員、 

古江 暢敏会員、毛利信太郎会員 

 

・マルチプルポール・ハリス・フェロー表彰 
印藤 清也会員 

 



 

 

 

 

幹事会務報告 平井 篤志幹事 

１．ボックス配布物 

・会報６月 17・24 日号（希望者のみ） 

・地区指導者育成セミナーご案内（関係者のみ） 

委員会報告 

 
＊出席報告 玉田  吏プログラム・出席委員長  
 

 [前々回] 7 月 1 日  会員総数 54 名 出席免除 1 名 出席 47 名  

欠席 ７名 メーキャップ ６名 出席率 100％  ご来賓 0 名 ご来客 ４名 

 

[本  日] 7 月 15 日  会員総数 54 名 出席 45 名 欠席 9 名   

ご来賓 ０名 ご来客 4 名 ゲスト ０名 

 

ニコニコ箱の時間  田中地宏保 S.A.A.長 

 
・本日のご出宝 
広島中央ＲＣ 上田 恵 様（Ｗ） 

蛭子会員、平井会員、印藤会員、田中清峰会員（Ｗ）、久笠会員（Ｔ）、多木会員（大枚）、松本会員（Ｗ）、毛利会員 

 

合計  23,000 円     ニコニコ箱へのご協力、誠にありがとうございました。 

 

会員卓話 『例会と親睦活動について』 

 
田中地宏保Ｓ.Ａ.Ａ.長 

 
Ｓ.Ａ.Ａ.委員として心がける事項として、秩序正しく、品位あり、しか

も能率的なロータリークラブの会合を維持することに努力し、クラブの

訪問者および来賓によい印象をあたえるようにすること。 

あなたはロータリークラブの品位および威信を落とすようないかなる 

出来事もこれを防止するようにとあり堅苦しいことが書いてあるのです

が、実際私が入会してもうすぐ４年経ちますが、例会への出席というの

は最初こそ緊張し決して楽しめる心境ではありませんでしたが、出席回

数を追うごとに本当に自然と馴染んでいくことができたと思っていま

す。まさにみなさん友愛の気持ちをもって接してくれているのだろうと

いうことを実感したのだと思っています。 

そんな城南ロータリーなのでＳ.Ａ.Ａ.委員として改めて先に申したような品位、威信的なことなど、会員の皆に

問いただす必要もないと思っています。 

どこからかの引用なのですが目に留まった文がありました。親睦はロータリー活動そのものではなく、ロータリー

という植物が根を張り、成長するためにどうしても必要な土壌に過ぎない。という文章が目に溜まったのですが、

その後の文章では親睦を深める最適の場所は、毎週１回の例会であることを忘れてはなりません。例会において、



いかに友情を深めるかを考え実行することと、いかにして真の親睦が保たれるような環境を整備することが最大の 

 

 

任務。とあり、わかりやすく表現してあるなとおもいました。Ｓ.Ａ.Ａ.的には楽しい例会と、厳格で品位を損な

わない例会は相反するもののようですが奉仕の心を育むのはあくまで例会ですので、スムースな準備と例会の進行

補佐により歓談時間が増え、より親睦が保たれやすいように努めたいと思います。 

 

 

 

田中茂親睦活動委員長 
 

本年度親睦活動委員長を拝命しました田中茂です。 

予算も委員会メンバーも多く、責任は重大ですが、『みんなで楽し

く愉快に元気で』をモットーに頑張りますので一年間よろしくお願

いいたします。 

引継ぎに『親睦活動委員として心がける事項』を頂きました。 

今一度、この場で確認させていただきます。 

① 親睦活動委員会は広島城南ロータリークラブの全員がロータリ

ー活動を楽しく、かつ意欲的に行うための潤滑油的役割を果た

すこと。 

② 例会に出席の他クラブの会員・ゲストに礼を失しない、もてな

しを尽くすこと。 

③ 親睦のための諸活動を行うこと。とあります。 

以上を心掛け、先週も申し上げましたが、名前を呼ばれたら元気よく返事をする。そんな空気感のある例会場づく

りに尽力をします。 

ロータリークラブ、簡単なようですが、色々と学んでいくと奥が深いです。ロータリーの二本柱は親睦と奉仕です。

親睦が失われればクラブは崩壊するだろうし、奉仕がロータリー運動の大きな目的であることは疑いのない事実で

す。しばしば、ロータリー親睦を図ることが、ロータリー運動の全てであるように誤解されます。 

ゆるぎない親睦こそ、ロータリーが存続する絶対的条件だと考える方もいらっしゃいます。 

親睦はロータリー運動そのものではなく、ロータリーという植物が根を張り、成長するためにどうしても必要な最

上の土壌に過ぎないのです。 

ロータリーが定義する親睦とは、一体どんなことなのでしょうか？あえて結論を先に述べれば『親睦』とはロータ

リークラブが、クラブとして存続していく上で欠かすことのできない必要条件です。ロータリアン個人個人の心が

結合した状態を表す概念なのです。 

『入りて学び、出でて奉仕せよ』という言葉があります。世の中のあらゆる有用な職業から選ばれた裁量権を持っ

た職業人が、週一回の例会に集い、例会場で、職業上の発想の交換を通じて、分かち合いの精神による事業の永続

性を学び、友情を深め、自己改善を図り、その結果として奉仕の心が育まれてきます。この例会における一連の活

動のことを『親睦』と呼ぶのです。例会で高められた奉仕の心をもって、それぞれの家庭、職場、地域社会に帰り

奉仕活動を実践します。これが理想とされるロータリーライフです。 

 親睦活動がクラブ奉仕の充分条件の範囲内で、親睦というロータリー本来の運動を高めるために補助的に活動す

ることは大切なことです。しかし、親睦活動委員の任務を親睦会や同好会の世話役に留めることは大きな誤りです。

確かに会員が心を打ち解け合う手段のひとつとして、親睦会やクラブ活動のリクレーションも必要です。しかし親

睦を深める最適の場所は、毎週一回の定例の例会であることを忘れてはいけません。例会において、いかに友情を

深めるかを考え実行することと、いかにして真の親睦が保たれるような環境を整備することが最大の任務なので

す。ほとんどのクラブでは、新入会員は親睦活動委員会に配属されます。これは新人だから下働きに使おうという

ことではなく、親睦活動委員として一日でも早く、古い会員と融和を図ることを期待しているからなのです。 

友情あふれる例会を通じて、ロータリアンがお互いに切磋琢磨し、自己改善に努めることで、ロータリーの説く親

睦が一層深まり、奉仕の心が高まっていきます。 

一生懸命だと知恵が出る、中途半端だと愚痴が出る、いい加減だと言い訳が出る。 

今年一年、一生懸命でしっかりと知恵を出して、微力ではありますが広島城南ロータリークラブが活性化しますよ

う尽力してまいります。皆様方のご協力をお願いいたします。 

 

 



 

 

 

 
玉田吏プログラム･出席委員長 

 

 会長の方針を遵守し、ロータリアンとしての第一義務である出席へ

の認識を向上させる取り組みを行い、現状以上の結果を目指します。 

また、例会内での会員相互の研修や親睦を推進し、意見交換の充実を

図ります。 

８月以降の毎月１回３名を指名して 10分間スピーチを行う 

『私のＰＲタイム』を設けます。 

『ゲスト卓話』の募集は、会員様からのご紹介やご推薦をお願いする

とともにプログラム出席委員会でも、楽しく元気な方を選定して、ご

提案いたします。プログラム全般について、微力ながら鋭意努力して

まいります。 

 

 

 

 

久笠信雄クラブ管理運営委員会理事 
 

田中地さん、田中茂さんからご指摘ありましたように、楽しい例会

というのはすべての出発点になるんだと思います。 

今日お話し頂いたＳ.Ａ.Ａ.委員長田中地さん、親睦活動委員長田中

茂さんは、いつもこの楽しい例会づくりに非常にご尽力頂いており

ます。 

ただこれは行為と友情を深めるために一生懸命行って頂いて、それ

が奉仕の機会になるようにということでおやりになるわけなんです

がもしも会員の皆さまの方でご意見がございましたら建設的なご意

見を各委員会のほうへおよせ頂ければと思っております。すべて委

員長さんたちにお任せしておりますので、どうぞフランクなご意見

等およせ頂ければと思います。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


